
本学の共同研究・受託研究の実績

学内実施体制

教 職 員

中小企業との
共同研究件数

受託研究
受入金額・件数

共同研究
受入金額・件数

今後の展開

※平成26年度大学等における産学連携等実施状況について（文部科学省）より抜粋

ここでは、OJT（On the Job  Training）は、リスクマネジメント人材育成のための研究員に対する実地教育訓練のことと事例を通じた教員等への啓発を、
URA（University Research Adminstrator）は、研究活動を支援する人材のことを示します。
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No. 機関名 件数 受入額

金額の単位：千円

金額の単位：千円金額の単位：千円

（単位：千円） （単位：件）

387,868受入
金額
件数

411,892 422,484 445,256 409,390

246 264 259 251 241

同一県内中小企業との
共同研究件数
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❶産学官連携リスクマネジメント室の設置
❷ポリシー、規程の検討
❸学内アンケートの実施、マネジメント手法の検討
❹学内研修会の実施
❺他大学へのアンケート・ヒアリング、他大学導入
　マニュアルの内容検討
❻外部評価委員会・評価会議の開催

●研究者への普及啓発
●技術流出防止に取り組む
　意義と必要性の理解促進

学 長

教 員

学 生

（産学官連携リスクマネジメント最高責任者）

研究担当理事

地域イノベーション推進センター（仮称）　現：社会連携研究センター

産学官連携リスクマネジメント室（H27.12.10設置）　室長：研究担当副学長
●産学官リスクマネジメントポリシー・規程の内容協議・策定　　●リスクマネジメント人材の育成

●営業秘密（ノウハウ）や秘密情報など管理すべき対象を明確化 
●物品・技術など外為法による安全保障輸出管理すべき対象を明確化

評価会議 （産学官連携リスクマネジメント統括責任者）

URAによる
ヒアリング
URAによる
ヒアリング

ヒアリング結果ヒアリング結果
チェックシートチェックシート

（共同研究等申込時）
（定期的）

（共同研究等申込時）
（定期的）

研究者への
アンケート

研修会
の実施
研修会
の実施

講義・単位化
ガイダンス
の実施

講義・単位化
ガイダンス
の実施（ヒアリング）（ヒアリング）

（随時）（随時）
回答回答

対応対応相談相談 OJT
現状把握
のための
訪問調査

OJT
現状把握
のための
訪問調査

OJT
手法構築後の
訪問調査

学 生

●技術流出防止に取り組む
　意義と必要性の理解促進

構築するためのスケジュール

27
年
度

❶産学官連携リスクマネジメント室の継続運用
❷ポリシー、規程の策定
❸マネジメントの実施
❹学内研修会、学生への講義・ガイダンスの実施
❺他大学導入マニュアル作成と他大学向け研修会実施
❻外部評価委員会・評価会議の開催

28
年
度（
予
定
）

●グルーピング
●各グループにあったマネジメント手法の検討・構築
●IT化

外部評価委員

モニタリングモニタリング

リスクマネジメント人材の育成

「平成26年度民間企業との
共同研究費受入金額は、全国24位」
「平成26年度民間企業との
共同研究件数は、全国23位」

「平成26年度民間企業からの
受託研究費受入金額は、全国29位」 ・・・

・・・・・・・・

※大学等における産学連携等の実施状況調査（文部科学省）に基づき作成

研究者への
アンケート

OJT
手法構築後の
訪問調査

文部科学省等支援プログラム文部科学省等支援プログラム

「産学官連携リスクマネジメントモデル事業
（技術流出防止マネジメント）」

文部科学省 産学官連携支援事業委託事業平成27年度

平成16年度の国立大学法人化に伴い、産学官連携が推進されて

います。本学においても、以下のグラフや表に示すように活発な産

学官連携活動が行われています。こうした活動が活発化・多様化し

ていくなかで、大学と産業界で多様な情報・知的財産（企業情報・発

明等）のやりとりが発生します。企業等との産学官連携活動をさらに

活性化していくうえで社会的信頼を失うことのないよう適切なマネ

ジメントが必要となってきます。そのために、本事業において、本学

が地域圏中規模大学のモデルになる産学官連携リスクマネジメン

ト体制を構築し、この取り組みを全国の大学へと波及させていくこ

とを目的としています。

速報

産学官連携活動をより一層活発に行うためには、リスクが無いまたは最小限の
環境が必要になります。産学官連携活動を車に例えると、その推進がアクセル、リ
スクマネジメントが制御装置です。教職員の皆さんに安心して産学官連携活動を
推進していただける体制構築と運用を進めてまいります。

学生の皆さんにとっては、営業秘密管理や秘密保持は、就職後にも必要となる
ものです。在学中からその意義や必要性を理解してもらえればと考えています。

＊教職員・学生の皆さんへ＊

リスクを知って

産学官連携を推進

していくことが

大事なことだよ！

全国

2位だよ！

●News Break 速報｜文部科学省等支援プログラム／News Break●
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